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て生まれ、多感な少女時代から十数年間を斎院として過ごし、後には出家という特殊な環境で生涯を送った。歌合などにはほとんど出席せず、 当時の歌壇とは一線 画していたようである。歌は藤原俊成に師事し、彼 論書『古来風体抄』は内親王に奉られたと推測されている。　『後鳥羽院御口伝』
（注１）
は、後鳥羽院の隠岐遷幸の前後

































和して詠まれているさまに言い、表現 し の言葉の運用における心のつくし方、わざのきわめ方が非凡 場合」
（注６）
、 『 「も
三異なるから、その表現方法も異なってくると思われるが、単なる技巧に走るのではなく、内部から盛り上ってくるものを技巧で調和させるとしているのは共通である。 「もみもみ」の表現とは、技巧的であり変化起伏に富んでいても、全体としてうまくま まり、芯の強い なやかさで貫かれねば らないのである。　
ここまで、 先行研究の「もみもみ」の説明や意味 ・ 後代の「も



















とあるように、 クライマックスの急の段で 急調に た かけ、技巧を凝らして演じる事を「もみもみ」と い、 「軍体」のような生動に富むきびきびとした感じの「節懸り」につい っている。曲の速度、動作 演技など、盛り上がる時には十分動き回り、動き それを制御す とをうまく調和させる様をいうのであろう。　
和歌と能とでは詠むことと演じることで、その内容や目的が
四伏に富んでおり、 論理的ではないが詞に勢いがある。二句の 「人をはつせの」は俊頼独自の詞 、単刀直入 「人をはつせの」 、三句「山おろし というだけで、事態を表現し場面展開のテンポは速く、歌 動きが感じられる。また恋しさを自然に喩え間接的で、全体として複雑な情趣を湛えており、巧緻である。　
初瀬については、昔から霊験あらたかな長谷寺の観音が有名
で、 『蜻蛉日記』 『源氏物語』 「玉鬘」 「手習」の巻など も登場する。また初瀬 隠國（隠口）と枕詞があるように三方を山で囲まれており、冬の風は特に激しく吹く。上句の「初瀬の山おろし」は下の「はげし」にかかり、冬枯れの山から「山おろし」が吹き下ろす厳しい冷たい風、そうした索漠とした風景を浮かび上 らせ、山おろ の激しさを自分につれない相手の冷淡さ・無情さとかさねている。　「山おろしよ」の「よ」のない写本
（注８）
もあるが、字余りで











貫之の歌も、自分につれない人への想いである。しかし貫之の歌は俊頼 と違い、つれないと思えるふしは捨ててこれからは今来る人のように思 なそうと、 それほど複雑な歌ではない。　
それに対して俊頼の歌は、 人」が靡くように「は
つせ」の観音様にお参りして一生懸命祈ったが、初瀬の「山おろし」が「 げしく」吹くように、うかりける人はますますつれなくなってしまった、こんなに事態に れとは「いのらぬもの」 なのにと歎いている。 「はつせ」 は 「初瀬」 と 「果つ」 を掛け、「はげし」は「山おろしの風の激しさ」と「相手のつれなさ」と掛けている。こんな事態にな とは「祈らなかった」のに逆接の表現であ 詞と詞がもつそれぞれ 意味や掛詞などが相乗し影響し合いその効果で、複雑な心情を表し、曲折的で起
五歌人は、経信と、その子俊頼だけである。 『後鳥羽院御口伝』では冒頭近く、歌の姿を「うるはしくたけある姿」と「やさしく艶なる姿」の二つの類型に分けている。 「たけもあり、うるはし」と評される経信は前者で、古今的伝統になかった静的で直線的、清澄な叙景歌を詠んでいる。 「うるはしくやさしき様」と評された俊頼の歌は、両方にまたがっており、端正と優美を兼ねる歌を詠んでいるとされている。後者 「やさしく艶 る姿」は、定家の歌であり、 「もみもみ」と う風体はこの類型に入ると思われる。　
経信・俊頼が模索した新しい歌の萌芽は、確実に新古今時代





























るやうに見ゆる姿、まことにありがたく見ゆ。道に達したるさまなど、 殊勝なり 。 （中略）
　
惣じて彼の卿が歌の姿、
殊勝の物なれ も 人のまねぶべきものにはあらず。心あるやうなるをば庶幾せず。ただ、詞・姿の艶 やさしきを本体とする間、その骨すぐれざらん初心の者まねばば、正体なき事になりぬべし。定家は生得の上手にてこそ、心何となけれども、 つくしくいひつづけ れば、殊勝 物てあれ。












のことについても考えてみる。歌の意味は「私 お祈りすることももう幾年か過ぎました。しかし、その甲斐も く こうして初瀬山の峰の上の鐘の鳴る夕暮も、いたずらによその人の逢う夕暮で、私はただ歎 いる」というの ある。　
石田吉貞氏は、 「失恋の悲しみを歌う場面でも、物語の一場









ならぬにや」と歌全体の心や体は好いとしている。それは上句と、 下句の展開の妙を指していると思われる。しかし結句 「よそのゆふぐれ」を心はこもっているようだが詞が確かではないという である。　





































ぎり」 「はつせ」 「をのへのかね」 「よそのゆふぐれ」 どそれぞれの詞が持つ余情や風情を面影にしながら、案出力や構想力により歌 周囲に奥深い情調 漂わせ 恋の祈りが未だ遂げられない夕暮の複雑に乱 る心を詠んで、連綿たる調べの中に艶な雰囲気を十二分に表すことで「祈恋」の本意に迫っていると思われる。これは『後鳥羽院御口伝』にある「詞・姿艶にやさしき」や「うつくしくいひつづけた」 歌ではないかと思われる。このような風体の歌を指して「もみもみ」 歌といったのではなかろうか。　
本歌である俊頼の歌と定家の歌の比較をすると、共に、曲折






三句は否定的推量の助動詞「じ」 、結句は「とはばとへ」と命令形の表現で納めており、修辞や技巧を重ね、今まで想いつめていた激しい想いを表している。内向的、内省的であった心のつぶやきを詞にしたもので一首全体から感じられるのは小島吉雄氏の述べている「曲折的」というよりむしろ「曲線的」 、しなやかであり起伏に富ん いる。 「とはばとへかし」と女性的なためらいの表現ではあるが、 「あすまで」と期限を示しているので急迫している気持が れており、歌に勢いがある。　
また竹西寛子氏は、この歌は深い想いを表現する詞のつくし















言葉の振りが、多少なりとも作者の実感を上まわっていると感じる時、読者としてはその作品をつい白々しいと読んでしまうけれど 「生き よも……」は、 宣長も うように、相当言葉に凝った歌だと思うし、そればかりではなく、歌
一〇


























６の歌は、歌の解釈としては四、 五、 一、 二、 三句の順に読み、
文脈が複雑である。自分の心の中だけで想い過していた恋を忘れて恋人 来る（とされる）夕方になると待ち、来ないことを歎くという、現実の事 、心の中での事とを混同してしまう瞬間の歌である。想いの深さとつきつめて想う いう持続の長さを感じる。 「われのみしりて」とひかえめな女性の品のよさが感じられ、艶な雰囲気も漂う。柔らかな起伏のある曲線的な歌である。　
７の歌は、一 ・ 二句と、四 ・ 五句と二つの文章の間に「せくと
この」という詞で繋いで、奥の深い情趣 ある歌になり、手の込んだ彫琢の趣といえる。 「つげ」は「黄楊」と「告げ」を掛け、歌を複雑かつ重層にしている。 「まくら」は恋の秘め事を知っているという認識があり、 「とこ」 「涙」 「つげのをまくら」は女らしく美しい響き 艶な雰囲気がある。五句 「つげのをまくら」 に向かって気持ちが高ま 「もらすなつげ をまくらと切実感があり、つきつめていくところがあ　
これら三首の恋の歌に共通なものは、想いを持続させる力が
あり、深い抒情を持って詠んで ると考えられること ある。それらは物事を徹底的に追及する基となって たと思われ内親王の「もみもみ」の歌は、内 ら自分を徹底して責めてい















性、 そして何ものにもゆるがない表現の強さなどを持っている。それらすべてが 「 みもみ」 の素地になっていると考えられる。たとえ題詠であっ も、内からの必然的なものに深く根ざしている。 魂の響きがそのまま歌となったよう 切実さが見られる。後鳥羽院は、内親王の「もみ み」の歌の具体例を示していいが、内親王の徹底して追求するという創作姿勢の中に「もみもみ」の歌が生まれるのであろう。　
三人に共通するものは、歌に心・詞のエネルギーが込められ














き」を旨とした。彼は題の本意を把握し表現における「詞・姿の艶にやさしき」の可能性を徹底的に模索 た。そして「もみもみ」の歌といわれる定家独特の美 世界 作っている それは創造力の力により対象を生か て、なまめかしく艶やかな情感を漂わす情調象徴の歌である　


























































































　「よ」の無い写本―『応永抄』 『上条本古注』 『異見』など、 「よ」のある写本―「小倉色紙」 『自筆本近代秀歌』為家本、尭考本、兼載本など。参考歌・今はみなおもひつくばの山おろしよしげきなげきとふきも へよ（拾遺愚草・中・一五六八）
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藤平春男著作集
　
第三巻『歌論研究』 （笠間
書院、平成九年十二月）
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藤平春男『日本名歌集成』 （學燈社、昭和六三年十一月）
